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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：キム シューマッハ 准教授 （Q-AOS創発推進コーディネーター）

都市部におけるエネルギーの消費と生産は、持続可能性の課題の

主な原因となっています。 これらの課題は、多くの地方自治体に

とってさまざまな側面を持っています。 具体的には、地方自治体

は生活水準の向上、雇用の促進、エネルギーアクセスの拡大を目

指しています。 気候変動の緩和は、この多面的な課題の一環とし

て、ますます重要になっています。 これらの課題に取り組むため

に、地方自治体は低炭素化の道に導くための勧告を求めています。 

コストが重要であることは間違いありませんが、コストを上回る

公衆衛生などの利益を認識しないと、政策提言に欠陥が生じる可

能性があります。 これは、共同便益に関する取り組みの中核とな

る重要なポイントを強調しています。 「Co-benefit 共有利益」と

いう用語は、過去 30 年間にわたり、気候変動と持続可能な開発

に関する政策議論の中心的な位置を占めるようになりました。 こ

の講義では、意思決定に共同便益を織り込むことで、アジアの都

市におけるいくつかの政策関連の状況においてどのように成果を

高めることができるかを説明します。
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アジアの都市における低排出開発戦略の共有利益
双方にとって有利な解決策
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フーマン ファルザネ 准教授
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フーマン ファルザネ博士の専門はエネル
ギーシステムのモデリングと分析で、地域
や地方スケールでの長期的なエネルギー関
連問題の解決を促進するための低排出戦略
の開発に重点を置いています。九州大学に
着任する以前は、京都大学エネルギー高等
研究所、国連大学に勤務。ファルザネ博士は、
イランと日本の大学でエネルギー科学を 10
年以上教えてきた経験を持ちます。九州自
然エネルギー推進機構 (2020-2021)、日立
グローバル財団 (2019-2020)、アジア太平
洋ネットワーク (2017-2019) など、数々の
権威ある研究賞を受賞しており、またアジ
ア都市における低排出開発戦略の多面的便
益評価に関する研究で、日本学術振興会科
学研究費補助金 (2016-2019) も受賞してい
ます。近著に以下のものがあります： 「アジ
アにおける気候変動と持続可能な開発政策
の整合 -2021 年」、「エネルギーシステムモ
デリングの原理と応用 -2019 年」、「アジア
都市におけるクリーンエネルギー戦略の考
案 -2018 年」など。


